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研究分野 研究内容のキーワード

　 　

学位 最終学歴

看護学修士 大阪府立大学大学院看護学研究科博士前期課程

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
　

2 作成した教科書、教材
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
　

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　

2 学位論文
　

3 学術論文
1.急性期症状により精 共 2022年3月 日本精神保健看護 急性期症状により精神科救急病棟の保護室に入室している統合失調

神科救急病棟の保護 　 　 学会誌.31巻2号. 症患者への看護実践を明らかにすることを目的とした．５年以上の

室に入室している統 　 　 28-37 精神科病棟での経験，且つ３年以上の精神科救急病棟での経験を有

合失調症患者への看 　 　 　 する看護師８名を対象とし，参加観察と半構造化面接を行った．分

護実践 　 　 　 析の結果，46のサブカテゴリと16のカテゴリ，4の大カテゴリにまと

　 　 　 　 められた．看護師は，急性期症状により精神科救急病棟の保護室に

　 　 　 　 入室している統合失調症患者の保護室入室から退室まで『判断した

　 　 　 　 精神機能の状態に合わせた制限緩和を行う』ことを基盤として，急

　 　 　 　 性期症状が常に見られる時には『安全に行動制限を行いながら生活

　 　 　 　 支援を行う』，患者と疎通が取れる時間が増えてくると『安心を提

　 　 　 　 供しながら回復のための安静を維持する』，日常生活が自立してく

　 　 　 　 ると『日常生活を見守りながら退院支援につなげる』という患者の

　 　 　 　 精神機能の回復に合わせた看護実践を行っていた

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
　

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
　

６．研究費の取得状況
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

６．研究費の取得状況
　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2022年7月2022年9月まで 令和4年度日本精神科看護協会大阪支部看護研究発表会演題査読委員

2.2021年7月2021年9月まで 令和3年度日本精神科看護協会大阪支部看護研究発表会演題査読委員

3.2021年3月現在に至る 日本精神保健看護学会会員
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